
コロナウイルス感染症対策についての学校生活ガイドライン 

（令和２年６月１日からの学校再開に向けて） 

奈良育英中学校高等学校 

☆起床～登校 

 ・三密(密閉、密集、密接)を避ける工夫を心がける 

・起床後、登校前の健康観察を行う 

・検温し健康観察カード記入 

  ※強い倦怠感や息苦しさ、体温が平熱より高い場合は登校しない←必ず学校へ連絡…出席停止扱い 

 ・登校時にはマスクを着用し、ハンカチ(ハンドタオル)を持参する 

 ・公共交通機関を利用する際、各家庭で準備可能であれば携帯用の除菌シートやスプレー、ジェル、 

ゴム手袋などを活用する 

 ・学校到着時、昇降口付近で教師による検温(全生徒)・手洗い・手指消毒 

  →体温が平熱より高い場合は別室で待機し帰宅の判断及び指示(学校と保護者との連絡) 

 

☆授業中 

 ・なるべく対角線に空気が流れるよう工夫  

・マスク着用及び咳エチケットの徹底 ※なるべく目･鼻･口など顔を触らない 

 ・生徒同士の間隔を広く取り着席（机ひとつあけて着席） 

 ・登校後に体調不良になった場合は保護者へ連絡のうえ早退措置 

 ・体育の更衣・・・男子：１号館１・２階  女子：体育館男女更衣室(４室)   

 

☆休み時間 

 ・三密を避ける…換気の徹底、トイレなどの用事以外では教室から出ない、教室内でもお互い距離を保つ 

 ・大きな声で話したり、過度な接触をしない・・・ソーシャルディスタンスを維持する 

 ・トイレ利用の際は不要な長居を避けトイレ内の三密を避ける 

  トイレ利用後は必ず手洗い･消毒を徹底する 

 ・昼食前の手洗い･消毒の徹底 

  ※食堂及びパン販売は当面休止のため各自昼食を持参する 

  ※食事は対面やグループになることのないようにし、自席で静かに取る 

 

☆掃除 

 ・三密を避ける…事前にエリアの分担を決めるなど、距離を保って活動する 

 ・実施前後の手洗い及び教室等換気の徹底 

 

☆下校～帰宅 

 ・三密を避ける…集団での下校を控え人との距離を確保する、寄り道をしない 

・マスクの着用を徹底する 

 ・帰宅後の手洗い･消毒及び健康観察の徹底 

 

☆部活動 ※６月１日より状況応じた形で実施（顧問の指示のもと） 

 ・三密を避け工夫しながら実施し、使用した物の消毒を徹底する 

 ・更衣室は入室人数を決め交代で更衣するなど、更衣室の密を避ける 

 ・マスク着用での運動は危険なため、推奨しない（運動負荷や時間に十分注意する） 
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登校再開初日(6 月１日 2 日)に渡された用紙に記録 

･登校しない日も記録し、健康観察の習慣をつける 

･家の人に確認してもらうことも忘れずに 

最低でも１m 



 

 

☆保健室の利用について 

・原則休養はなし   

・体調不良の場合は保健室での処置後早退の手続きをとる 

・公共交通機関で帰宅する際は感染予防に十分に配慮する 

・保護者の迎えを待つ際は保健室で待機する 

  仕切りや防護シートを設置し、他の生徒から配慮する  

保護者との引き渡しは体育館側のスロープから行う 

 

☆実技教科について 

 ・体育実技は接触のある種目は控え、個人で行えるトレーニングや運動を実施する 

 ・音楽は当面、合唱や吹く楽器(リコーダーなど)の授業は控えて実施する 

 ・家庭科の調理実習は実施しない 

 

☆水分補給について 

 ・原則として、各自で準備してくる 

・飲み口に直接触れていなくても回し飲みは禁止 

・冷水機の使用は原則禁止 

・校内自動販売機も極力使用を控え、使用の場合は必ず手洗いを徹底する 

 

☆消毒・除菌の習慣化 

 ・教室やトイレにアルコール手指消毒剤を設置し手指の消毒の慣行 

 ・教室等に次亜塩素酸水を設置し物品の消毒を実施 

 ・各家庭で準備できるのであれば、携帯用スプレーや除菌シートなどを持ち歩く 

 

☆その他、取り組めること 

 ・顔に触れないようにする(保健だより参照) 

 ・登下校の際に駅などでの友人との待ち合わせや寄り道はしない 

 ・物の貸し借りを無くせるよう必要な物の準備・管理を徹底する 

 ・カバンを床や机のうえにおかずに、机横にかける 
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